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「 企 業 価 値 」考

　ライブドアによるニッポン放送のＭ＆Ａは、連日思いもよらない展開があり、各マ

スコミも同業者に突如起った騒動を興味本位も含め、微に入り、細に入り報道してい

る。

　おかげで「ポイズンピル」とか、「白馬の騎士」とかいう用語を初めて知り、又、「新株

予約券」や「貸し株」といった防衛奇策をよくも考え出すものと感心させられる。

　しかし、今回の騒動の効果は、底流には株の持ち合いや間接金融頼りの日本型経営

システムが崩壊し、市場経済主義での資本の論理による企業の評価が否応なく行われ

る時代に入っているのだということを、皮肉にもマス・メディアを通して社会全般に

知らしめたことだと思う。

　市場経済では、株主の指示が企業とその経営者にとって不可欠であり、そのために

は「企業価値」を持続的に高める必要がある。「企業価値」とは何か、どうすれば「企業価

値」を高めることが出来るかという論調がにわかに起っている。

　それによると、「企業価値」には顕在価値・有形価値と潜在価値・無形価値がある。

　顕在価値とは端的には株主価値であり、株価が「企業価値」の評価の尺度となる。

　株主の存在感が増し、株価に満足すればよし、不満であれば株が売られ、経営責任

が問われ、時にはその企業の持つ資産価値に対する株価価値の低さからＭ＆Ａによる

経営支配権の交代も迫られる。

日工販理事

佐　山　　博
（常盤産業㈱　取締役社長）
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　しかも善意の株主ばかりでなく、短期利益を目的とした投機家も増えており、適正

な株価は何かが難しい問題となる。

　つまるところ、「企業価値」を高めることが企業の最大の防衛策で、継続的な利益を

あげることは無論のこと、ブランド価値とか開発力・営業力といった人的資産、知的

財産等を強化すると共に、それらの潜在価値を顕在させる企業ＩＲも重要となる。

　ところで、我が身に振り返って当社の「企業価値」は何かを改めて考えてみると、当

社は非上場の中堅専門商社であるため、当然、市場での株価の評価は受けることはな

い。

　有形資産価値も、店舗用土地建物と営業上必要な投資持ち株と金融資産があるだけ

で、さしたる評価額とはならない。

　結局、当社の価値を評価して下さる方は顧客・仕入先と法人・個人の株主、そして

従業員であり、当社の「企業価値」はまさしく当社の存在価値と同義語になる。

　顧客と仕入先に対しては、過去築いて来た信頼の上に、更に、新たな信頼を積上げ

る努力を重ね、顧客・仕入先に価値を供給する商社としての認知を確保していかねば

生き残り出来ない。

　株主に対しては、安心して当社株を保有し続けてもらうことが当社の「企業価値」の

評価と受けとめ、業績の維持向上は無論のこと、株主とは機会を設け、当社の状況を

出来るだけ詳細にアナウンスして理解を得ることがますます重要と考えている。

　最後に、従業員に対しては、当社の「企業価値」を構築する仲間として積極的に参加

させるため、個人能力を発揮するチャンスを与えて行きたい。当社には人材以外の資

源は無い。

　綺麗事になるが、顧客・仕入先・株主・従業員のいずれからブーイングを受ければ

退場させられるプレッシャーを常に感じながら、当社の「企業価値」向上に努めたいと

考えている。
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豊和工業㈱　機械事業部工作機械グループ

営業管理課　村　瀬　浩　崇

新製品 MBN-450Hαのご紹介

　製造業の設備投資は3年連続で増加し設備投資意欲が活発化している状

況下、工作機械の主要な需要業種である自動車の生産現場では、新設備の

投入や、変種変量に伴うライン変更を迅速かつフレキシブルに実施するた

めマシニングセンタを核にした加工設備を導入しており、そこに配備され

ているマシニングセンタの中心は加工用途の最も多い#40である。

　今回、紹介する“戦略機種”コラムトラバースタイプの横形#40マシニン

グセンタMBN-450Hαは、変種変量生産に柔軟に対処できる機種になっ

ている。変量及び量産加工における分割工程と集約工程の両形態を“1台の

マシンで対応可能”をコンセプトとしてこのマシンを開発した。

　基本機能として、このマシンは従来機MBN-450Hの機能を向上させ、

多目的に利用できるダブルマガジンを持たせたマシンである。従来機の思想を継承し、横幅を狭く、所

要床面積を小さくしてあり、加工ラインの組み込みセルや、搬送機能を付加したユニットマシンとして

最適な構成となっている。

■作業性への対応

　#40MCでありながらマシン本体幅は1,300mmと狭く、ラインレイ

アウトに非常に有利になっている。また、現在、加工において、より高

速化が進み短時間で多量の切粉が排出される。これに柔軟に対処するた

め切粉排出方式は排出性のよい治具直下型を装備し、後方排出、側方排

出の2タイプを有している。

■高能率加工への対応

　このマシンの最大の特徴であるダブルマガジンの採用は、お客様からの提案によって企画されたもの

で、高効率な加工ラインを構成することを目的としている。

　多用途に使用できるダブルマガジンとシングルマガジンを選択して装備でき、使用ツール数は16本か

ら59本まで装着できる。また、工具選択は固定番地方式とし、十分考慮したマガジンへのツール交換方

式の採用で効果的な交換作業が可能となっている。

　機種として16本マガジン（Max.15本装着）と30本マガジン（Max.29本装着）の2機種があり、これに

より、以下の4構成が可能となる。（主軸用の1本は空）
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・シングルマガジン：15本＋主軸装着1本／29本＋主軸装着1本

・ダブルマガジン：15本＋29本＋主軸装着1本／29本＋29本＋主軸装着1本

　また、マガジンからのツール取り出し機構は各々のマガジンで専用の

ため、待ち時間を発生させず、最短でツール交換が可能となる。

『用途としての特徴』

①ワークの段取り替えに対応

a）通常の加工は片側のマガジンを使用し、待機マガジン（反対側マガ

ジン）は寿命に近いツールとの交換や、機種に応じたツールの交換

を加工中に行うことができる。

b）ワーク機種の変更に際しては、加工用マガジンを切り替え、切り替わった待機マガジン（今まで加工

に使用）には次の機種に必要なツールを加工中に準備できる。

②長時間の加工に対応

a）最近の傾向である集約工程加工（1チャッキング加工）での多数ツールの使用に対し、2つのマガジン

に必要ツールを装着し、自在に切り替え、Max.58本ツールを有効に使用できる。

b）通常は片側のマガジンを使用し、待機マガジンは予備ツール用とする。使用中のマガジンでツール

寿命がくると、待機マガジンが作動して新しいツールを主軸に装着し、寿命となったツールは待機

用マガジンに収納される。

■高性能加工への対応

①集約工程加工への対応として治具周辺を広く確保。

　Ｙ軸ストロークを400mmから500mmに拡大し、加工エリアを500（X）・500（Y）・500（Z）mm

にすることでターンテーブル、チルト冶具等の搭載が可能となり、5軸加工も容易にしている。

②加工所要時間を短縮し、生産性の向上を目的に運動機能を向上。

　早送り速度：60m/min（従来機48m/min）…25%の向上

　加速度：1.0G（従来機0.7G）…14%の向上

　主軸最高回転数：10,000min-1（従来機8,000min-1）…20%の向上

　　　［オプション：15,000min-1（従来機12,000min-1）…20%の向上］

③NC装置はFANUC社製の最新機種FANUCS Series-31i-Model Aを採用。

　高度な機械の複合化に対応する多軸多系統ナノCNCで、5軸加工機、複合加工機…等、多種の工作機

械に柔軟に対応できる。近年多くのお客様がNC制御装置とのイーサネット接続を採用しているが、こ

れはネットワーク機能にも対応可能で、これにより、NCデータ（プログラム、パラメータ）の一元管理

が可能となっている。また、このネットワークを利用したモニタリングも可能。

■従来機からの継続機能

・2面拘束（HSK-A63、KM6350）も装備可能（オプション）。

・主軸センタースルークーラントが標準装備。

　弊社の主要なお客様である自動車メーカー様からのいろいろなご要求に対し、ご意見を十分に反映し

たMBN450Hαは、お客様の多様な要求に対し、最適なライン構成を提示できると確信している。
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取締役社長

鴻 野　雄一郎

メーカー賛助会員

　弊社は2003年4月に、住友電気工業㈱（粉合・ダイヤ事業部）から分社・独立した切削工具専門の新会

社です。母体のひとつである粉末合金部門は、1960年に発足した長い歴史を誇る部門です。その名の

由来となる粉末冶金技術により開発された基幹製品の超硬合金「イゲタロイ」は、研究開発から既に78年

が経過し切削工具などで広くご愛顧いただいております。

　一方ダイヤ製品部門は、cBN切削工具、合成ダイヤモンドの分野で常に業界のパイオニアとして活動

してまいりました。このように粉末冶金技術を基盤に、先進技術と新鋭の設備を駆使し、徹底した品質

管理の下に生産される製品は、自動車産業をはじめ、機械産業、エレクトロニクス産業、航空宇宙産業

など広範な分野でご愛顧をいただいております。

　近年切削工具を取り巻く環境やニーズは、ドラマチックに変化しており、弊社としてもその動きにス

ピーディーに対応し、お客様に満足していただける切削工具専業メーカーを目指しております。

　その方向性をより明確なものとするために、弊社は住友の事業精神である「信用を重んじる」ことを根

幹に据え、新しい価値創造、永続的な成長を盛り込んだ企業理念、経営方針をまとめました。

企業理念：信用を重んじ、新たな価値の創造により社会の発展に貢献する。

経営方針：お客様に喜ばれる最も優れた製品・技術・サービスの提供

　　　　　革新的で高度な技術開発による永続的な成長の実現

　　　　　高い信用の維持と、柔軟かつダイナミックな体質改善

　　　　　社員が成長し、誇りを持てる、生き生きとした企業風土

　このような企業理念、経営方針のもと、約80年にわたり培ってきた材料技術や技術開発力に加え、海

外活動の積極的な展開をより一層推し進めるため、国内外の製造・販売17拠点の連携を強化し、販売拠

点網の拡充、現地生産等による海外市場でのサービス強化を意欲的に推進しております。

　以上のように、弊社は住友電工グループの中核会社のひとつとして、21世紀のＩＴ社会、メカトロニ

クス社会を迎えて、ダイナミックかつグローバルに活動し、世界のお客様に喜んでいただける最も優れ

た製品、技術、サービスをご提供することにより、社会発展に貢献していきたいと考えております。よ

ろしくお願い致します。

本社：〒664-0016

　　　兵庫県伊丹市昆陽北1-1-1

　　　TEL. 072-772-4531

　　　FAX. 072-772-4595

東　京　営　業　部　TEL.03-3423-5611　FAX.03-3423-5610

名古屋営業部　TEL.052-963-2841　FAX.052-963-2765

　　　　　　　TEL.0566-74-7091　FAX.0566-74-7190

大　阪　営　業　部　TEL.06-6533-3185　FAX.06-6533-3797
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伊吹産業㈱　営業一部課長

横　幕　久　治

　日本経済において、生産で60％、流通で80％の役割を中小企業が担い、就業人口の80％近くが中小

企業で働いていると言われています。私も中小企業で働き、私どものお客様もほとんどが中小企業です。

近年、大企業の海外シフトによる空洞化で中小製造業はどんどん廃業しております。しかし、実際に先

が読めない未来は、中小製造業にとって悲観すべき時代なのでしょうか？著者の赤石氏は中小企業家同

友会全国協議会の会長をされており、「人間尊重の経営」を実践し、先駆的企業を造ってこられました。

本書では、真の人間尊重経営を確立すれば、激動を切り開く先駆的企業になれると書かれております。

　著者は人間尊重の経営をするために、下記条件をあげています。

１．社長が企業の社会性（①事業そのものが社会的有用性を持つ②地域社会に貢献している③生涯教育の

　　場である）を自覚し、明確な経営理念を持っている。

２．科学的根拠を持つ経営戦略を打ち立て、人間尊重に裏付けされた人づくり（①相手の立場に立てる人

　　②相手の喜びを自らの喜びとする人③自ら学び考える人④積極的な人）を進めている。

３．命を大切にする経営…「生命の尊厳性の尊重」＝人間尊重の第一の側面

　　一つの命を大切にし、一つの命を守ることが全ての基本。一人の命を大切にすることが人類の命を

　　永遠にする基本です。命を大切にする心は、「他人の心の痛みを感ずる心」につながり、「他人を思い

　　やる心」につながっていきます。そして、自己中心的な身勝手とは何であるかを自覚させ、公正なあ

　　り方とは何かを自ら考える姿勢を育みます。

４．かけがえのない人生を大事にする経営…「個人の尊厳性の尊重」＝人間尊重の第二の側面

　　「かけがえのない人生」とは何かを自然なやり取りの中で問いかけ、学び合い、実現に向けて励まし

　　あう場を作り、そうしたことを大切なものとして尊重し合う社風作りをしている。

５．あてにしあてにされる関係の確立…「人間の社会性への尊重」＝人間尊重の第三の側面

　　「望ましい会社とは？」→「当たり前のことを当たり前にできる会社？」→「継続して収益を上げられる

　　会社？」→「顧客からあてにされる会社？」→「あてにされる社員が存在する会社？」→「親身な対応と

　　完結まで責任を持つ人間のいる会社」

６．積極的・攻勢的経営の構築…景気の一般動向に関心を払うだけでなく、業種の将来、取り扱う商品・

　　サービスに求められる価値や求められ方の変化を重視し戦略をたてる。

７．「社長が変われば企業も変わる」…謙虚な学び合いが自己革新を深めます。「共に育つ」ためには「共に

　　学ぶ」ことが前提であり、共に学ぶ気風の確立は先ず社長の姿勢にあります。

　社員を単に労働力と考えず、最も信頼できるパートナーとして位置づけ、人間として共に学び合い共

に育つことによって企業は発展し、そこに働く人も社会的存在価値を高めていこうとします。人間尊重

の経営こそ中小企業のすすむべき道です。皆さまのお客様で悩んでいる経営者がおられましたらぜひ本

書を薦めて下さい。きっと経営者、会社は変わっていかれると思います。（問合せ先：中小企業家同友会

全国協議会　http://www.doyu.jp）

“人間尊重の経営”
赤石 義博 著　（鉱脈社）
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㈱山　善
機械部

西　山　美　雪

→

「仲間がいる心強さ」「仲間がいる心強さ」「仲間がいる心強さ」

Part 2

　あなたの誇れることは何ですか？と、聞かれたとしたら、私は迷わずまわりの人に恵まれていること

と言うでしょう。

　私は不器用で、何をするにしろ人より時間がかかることが多いです。ですから、毎回皆さんが印象深

いことを書いておられるこのリレー随筆を書くにあたって、見栄やプレッシャーも加わり、締め切り直

前まで何を書けば良いか本当に迷ってしまいました。

　そんな私ですが、前に言いましたように今までまわりの人には恵まれて育ってきたと思っています。

　私は学生時代の10年間陸上競技をしてきました。大学で私が所属した走り幅跳びのパートはスポーツ

推薦で入学した人がいて特にレベルが高く、私以外全員インターハイ経験者でしたので、高校時代まで

チームでは上位にランクされていた状況が一変して下位に下がりました。公式戦には人数枠があり、私

はそこに入ることがなかなか出来ず悔しい思いをしました。そのため時には、この人達には勝てなくて

も仕方ないと諦めそうになったこともありました。それでも大学生になっても続けるくらい陸上競技が

好きだったので、必死でついていきました。私が走り幅跳び以外の種目を先輩から勧められた時、同じ

種目の仲間からは、そんなこと言われないくらい跳べるように一緒に頑張ろうと励ましてくれ、暑くて

倒れそうな時や、練習が過酷で体がもう動かない時もなんとか頑張ってこられました。それでも直ぐに

は同種目の順位は変わりませんでした。

　そうして迎えた4回生の春、もう一度自分を見つめなおし、春のメインの公式戦への出場をめざし、自

己記録を更新することを目標としました。目標を明白に設定した私はやれるかぎりのトレーニングをし

て自信もついていました。そして迎えた選考会では5人中3人が選ばれる中、先に2枠は決まっており、

残る1枠の選考でした。私はそこで最善を尽くした結果、自己記録を更新して公式戦に出られるようにな

りました。公式戦ではさらに自己記録を伸ばすことができ自分なりに満足のいく結果でした。そして試

合の後、公式戦に出られなかった仲間が、私に託して良かったと言ってくれた事が何よりも嬉しかった

です。長い間記録が出せず芽が出なかったけれど、自分の能力の限界を決めずに粘り強く頑張ったのが

よかったと思います。

　仕事においても何事も粘り強く責任を持って行うことを心がけて行こうと思っています。今思うと不

器用で失敗も多かったことで、逆に人の痛みがわかるようになりましたし、人の優しさやありがたみを

実感できる機会が多かったと思います。

　そして一番の財産は、多くの仲間が出来たことです。相手の頑張りを見るとそれが自分のパワーを引

き出してくれます。それは、それぞれのフィールドが変わっても同じで、仲間が仕事を頑張っていると
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→
聞くとそれだけで私も負けずに頑張ろうと思います。

　また、今の職場にもこんな私を暖かく見守り、元気やパワーを与えてくださる上司、同僚がおられま

す。私には思いも付かない考えで刺激を与えてくれ、私の能力をもっと引き出せるように何気なく指導

してくださったり、今まで目を向けていなかった所に目を向けさせてくださったりして、優しさや居心

地の良さを与えてくださいます。そのような上司、同僚の期待に応え、みなさんに私のパワーをお返し

できるように少しずつでも前進していきたいと思っています。

　同じ業界におられる方々とは何かの縁があると思います。これからお仕事でかかわりあう方もおられ

ると思いますが、その時はどうぞよろしくお願い致します。

日本機械リース販売㈱
営業推進グループ
工作機械商事チーム　リーダー

岩　崎　謙　一

　私が当社に入社する以前は、ある中古商社に勤務し、そこで初めて工作機械に出会い、工作機械の「い

ろは」を学びました。学んだと言っても、新入社員で入社後、即実践形式の中古商社で、第一にお客様と

話すことから始まり、注文が取れたら自分で注文された機械について調べる。それでも判らなければお客

様に聞く。先輩達の知識を拝借するのは一番最後で、当時私が担当したお客様には、大変ご迷惑をお掛け

したという記憶が残っています。

　当時の自分を思い浮かべてみると、今でも赤面する場面が多々ありますが、その羞恥が今、活かされて

いるという実感をもって、仕事に打ち込んでいます。

　現在の会社へ転職後親会社であった大手リース会社が、半年で倒産。その2年後に、住信リースの子会

社として、産業工作機械をメインとするリース会社に生まれ変わりました。現在の私の仕事は、リース満

了機械の再販と、中古機械の仕入、更に仕入機械をリース・レンタル・割賦という方法の中からお客様へ

受け入れやすく加工する、中古機械専門スタッフとしての役割です。また新品の工作機械についても、各

リース案件の将来査定を実行し、与信判断とのバランスチェックも行うといった重要な役割も担っていま

す。当社は専門性の高いリース会社ゆえに、必要があれば営業担当者と一緒にお客様の工場へ出向き、加

工物の材質や加工工程、設備機械の手入れ等々を実地調査しておりますので、手間が掛かる分大変ですが、

成約時の喜びはひとしおで、営業担当者と共に喜びを分かち合える立場にいます。

　また工作機械と云えば、先日、台湾の工作機械見本市を見学する機会があり、台湾メーカーの工場見学

にも参加いたしました。九州程度の広さの台湾で、こんなに多くの工作機械メーカーがあるのかと驚きま

した。製品もNC旋盤・マシニングセンターは勿論、大型五面加工機まで展示してあり、今まで日本市場

で日本メーカーにしか視線を置いていませんでしたが、これからは日本へ進出するであろう海外メーカー

や、海外ユーザーへも視野を広めて対応することが必要になっていることを痛感しました。リース会社が

考えることではないと思う方もおられるでしょうが、これからはリース会社も色々考えなければ生き残れ

ない世の中になるものと私は考えます。

　これからも私にとっては工作機械とリースは、長い付き合いになると感じています。
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お知らせ

第３６回 通常総会のご案内
当協会では下記により第36回通常総会を開催致しますのでご案内申し上げます。
ご予定願います。

期　　日／平成17年6月8日（水）会　　場／八重洲富士屋ホテル
総　　会／13：00～14：00 記念講演／14：20～16：00

　　　講師：高任　和夫（たかとう  かずお）氏
　　　　　　作家、代表作「商社審査部25時」「架空取引」
　　　　　　「日経マスターズ」に「マスターズ列伝」掲載中
　　　演題：「現代偉人伝」

懇親パーティー／16：20～18：00

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成17年度 理事・監事選挙結果
平成17年度の役員選挙は去る4月7日（木）、日工販事務局で選挙管理委員3名の立ち会い
の下開票され、集計の結果、下記の会員会社が選出され、6月の総会以後2年間協会運営
の職務を担っていただくことになりました。

　立会人　選挙管理委員長：羽賀昭雄、　委員：三橋 誠、尾瀬俊憲

理事会社（五十音順）

東部地区12社：
伊藤忠メカトロニクス㈱、㈱エムエムケー、㈱兼松ＫＧＫ、
住友商事マシネックス㈱、東京金子機械㈱、㈱トーメンテクノソリューションズ、
常盤産業㈱、トッキ・インダストリーズ㈱、㈱トミタ、三菱商事テクノス㈱、
ユアサ商事㈱、米沢工機㈱

中部地区7社：
㈱井高、三栄商事㈱、サンコー商事㈱、三立興産㈱、㈱東陽、㈱不二、山下機械㈱

西部地区5社：
赤澤機械㈱、伊吹産業㈱、植田機械㈱、宮脇機械プラント㈱、㈱山善

監事　東部地区：㈱テヅカ、中部地区：下野機械㈱、西部地区：桜井機械㈱

なお、同時投票により専務理事には前任の荘司博章氏が信任されました。投票数は下記
の通りでした。

内訳　正会員（投票総数70）64票　投票率 91.43％　有効64・無効0
　　　東　部（投票総数35）30票　投票率 85.71％　有効30・無効0
　　　中　部（投票総数21）21票　投票率 100.00％　有効21・無効0
　　　西　部（投票総数14）13票　投票率 92.86％　有効13・無効0



11 日工販ニュースVol.17 No.5

工作機械業種別受注額（2005年3月）

日工販SE合格者  第１２２回発表

Ｓ
Ｅ教育

　

Ｓ Ｅ教

育

認定No. 会社名 合格者名 認定No. 会社名 合格者名

05-13-1650 ㈱兼松ＫＧＫ 篠谷　城

05-14-1651 植田機械㈱ 山口貴充

05-14-1652 ㈱ジーネット 乙部康一

05-14-1653 ﾒﾙﾀﾞｽｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 橋本　進

今回は4月の合格者7名です。

05-14-1654 住商リース㈱ 遠藤敦彦

05-14-1655 UFJセントラルリース㈱ 浅見治孝

05-14-1656 ㈱森　野 山口善史
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工作機械・ＦＡ流通動態調査１
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工作機械・ＦＡ流通動態調査２
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2004年　上位２機種の販売と輸出入
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（出所）販　売：経済産業省生産動態統計調査�
　　　　輸出入：財務省通関統計�
�
注：国内は、上記「販売」より「輸出」を差し引いた数値を用いている。�

コメント：上位2機種の販売と輸出入（2004年）

前年度に引き続き世界的な好況を反映して2機種とも売上、輸出は大幅な増加となった。

昨年より中国等、アジアの躍進は目覚ましいものがある。2006年も好景気とのこと。

このまま押し上げて行くと有難い。
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2004年　工作機械関連産業の生産高

（出所）工作用機器：日本工作機器工業会�

　　　　そ　の　他：経済産業省生産動態統計調査�
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コメント：工作機械関連産業の生産高（2004年）

グローバル的な景気上昇といわれているが、2004年は国内の投資が増加してきた。

これが何よりも心強い。その上に輸出増が重なり各業界はかなりの生産増となったようだ。2005年も

この状態で推移していくと非常に有難い。
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機種別生産額構成
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コメント：機種別生産額構成（2004年）

前年比では前年に続いて25.4％の大幅増。現在の生産額は上限いっぱいと思われる。

各機種ごとにみるとマシニングセンタが台数、金額ともずば抜けた増加率であった。ただ専用機は多少

の落ち込みとなったが、数年平均でみると伸びている。

輸出の貢献度も大きいが国内向けが伸びているのが心強い。

コメント：主要国・地域別輸出額構成（2004年）

昨年に引き続き増加している。前年比は21.1％と堅調である。アジア向け、特に台湾、中国向けの伸び

が大きい。2004年の輸出シェアはアジアが大幅な伸びで50％を超え60％に迫る勢いである。

アメリカ、欧州向けも金額は増加して堅調な推移を見せているが、それ以上にアジア向けの伸びが大き

い。世界の位置付けとしてのこれからのアジアの成長は楽しみである。

コメント：主要国・地域別輸入額構成（2004年）

昨年に引き続いて世界の景気は上昇。特に国内向けの投資は旺盛で前年比66.0％増となった。

中小企業もかなりの設備投資を始めたようだ。持続した内需が増えていくと有難い。
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2004年　主要国・地域別輸出額構成
（単位：百万円、％）�

ベルギー 3.4 フランス 1.0
オランダ 1.2イギリス 2.1

イタリア 2.0

欧州 19.1（92,393）�2002年�
484,761

アメリカ  28.6�
（138,658）� ドイツ�

4.5

台湾�
9.1

中国�
11.2

タイ�
7.0

韓国�
8.3他�

4.9

マレーシア 1.8イタリア 2.5

シンガポール 1.5フランス 1.8

オランダ 1.6

イギリス 2.7

欧州 25.2（140,543）�2001年�
558,530

アメリカ  36.3�
（202.731）�

韓国�
7.1

中国�
9.2ドイツ�

8.0
ベルギー�
4.8

台湾�
7.6

タイ�
4.4

その他�
6.9他�

3.8

その他�
16.7

2003年�
564,061

台湾�
8.7

中国�
12.5

タイ�
7.0

韓国�
15.2他�

3.2

その他�
16.3

ベルギー 2.9

フランス 0.8
ポーランド 1.4
トルコ 0.7

オランダ 1.6

イギリス 0.9
イタリア 1.9

欧州 17.5（98,758）�
アメリカ  22.8�
（128,792）� ドイツ�

4.1

2004年�
683,302

台湾�
12.8

中国�
17.4

タイ�
6.8

韓国�
10.3他�

3.1

その他�
15.2

ベルギー 2.9

フランス 0.9
ポーランド 0.7
トルコ 0.7

イギリス 1.0

イタリア 1.6
オランダ 1.2

欧州 16.6（113,411）�
アメリカ  20.9�
（143,067）� ドイツ�

4.5

中国�
4.4

（単位：百万円、％）�

アメリカ 51.4�
（35,755）�

2001年�
69,538

他 2.7スウェーデン 4.9

イタリア 2.1

韓国 2.0

台�
湾�
2.5

タイ�
4.5

他 1.2

スイス 8.9�
（6,185）�

ドイツ 10.5�
（7,260）�

欧州 30.9（21.462）�

シンガポール 3.4

イギリス 1.8

中国�
4.1

他 0.9

2002年�
50,890

アメリカ 49.8�
（25,347）�

他 2.5スウェーデン 2.8

イギリス 2.3

シンガポール 2.5

台�
湾�
2.9

タイ�
4.8

韓国�
3.4

スイス�
8.7�

（4,406）�

ドイツ�
13.4�

（6,826）�

欧州 31.3（15,925）�

イタリア 1.6

タイ�
7.3

他 1.0

他 2.9

イタリア 0.8

シンガポール 4.3

台�
湾�
3.5

中国�
4.6

2003年�
53,155

アメリカ 45.7�
（24,289）�

韓国 2.3

フランス 1.0

イギリス 1.8

スイス�
10.7�

（5,660）�

ドイツ�
14.1�

（7,485）�

欧州 31.3（16,631）�

タイ�
5.3

他 0.5

他 1.2

イタリア 1.2

シンガポール 3.9

台�
湾�
2.6

中国�
4.5

2004年�
88,244

アメリカ 55.1�
（48,640）�

韓国 4.1

フランス 0.6

イギリス 0.9

スイス�
8.1�

（7,166）�

ドイツ�
11.6�

（10,272）�

欧州 23.6（20,799）�

2004年　主要国・地域別輸入額構成
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ユアサ商事㈱
機械エンジニアリング本部次長

西　郷　弘　幸

「 顧 み ま し て 」

　今回日工販より寄稿を依頼されましたが、私は昔から作文が苦手で、小学校の時など、夏休みの宿題

での作文は、学校が始まる前日になって、苦労してやっと書き上げたものです。大阪生まれで、大阪育

ちの為、お話しをするのはあまり苦にならず、よく言われる大阪人の「ボケとツッコミ」も自然と出てく

るのですが。さて、何を書こうかと思案いたしましたが、人に自慢出来る様な趣味も無く、よく考えて

見ますと、この業界に従事して早30数年が過ぎました。丁度、時節柄、新入社員が入って来た時なの

で、当時の若かりし頃のエピソードなどを思い出しながら書かせて頂こうかと思います。

　私の入社は昭和46年で、入社から機械部門への配属となり、以来この業界にずっとお世話になって来

ました。当時はまだ、NC機というものがぼつぼつ登場して来た時代で、我々が販売させて頂いたのはほ

とんどが汎用機であったと思います。今のように、工作機械の販売ではリースと言うものが無く、その

殆どは、割賦、分割販売でありました。ご存知の様に、まだ、電卓も無く「そろばん」をもって営業に回っ

ておりました。ある時、先輩から計算尺を戴き、これで「金利計算をしなさい」と言われたものですが、

悲しいかな文科系を卒業した私にはまったく計算尺の使い方が分らず、たまたま、私の弟が工業高校を

出ていたので、使い方を教わったものです。使ってみますと大変便利なもので、即座に金利計算が出来

（アバウトですが）スピーディーに商談を進める事が出来ました。もっとも、その当時は、お客様も金利

については、あまり気に留めていなかった様な気がします。（当時の公定歩合や銀行金利が如何ほどで

あったか、あまり気にせずに計算した様に思います。）

　今、思えば当時は金利でも儲かったのかと思います。

　ある時、当社の古くからのユーザー様を担当させて頂いていたのですが、競争も有り、なかなか機械

を買って貰えなかったのですが、色々な商品をPRし何度も訪問する内に「少し他より高いがこれからの

お付合いも有り、君から購入しよう」と言って頂いた時は、本当に嬉しかった記憶があります。また、主

力のメーカー製品の販売でも、諸先輩がたくさん販売しているのに、なかなか売れずに、上司に「どうし

たら売れるのですか」と相談した事が有りました。自分でその機械を売ると決めたら、その機械を「好き

になりなさい。」そのお客様に売りこみたいなら｢その会社の人も好きになりなさい。｣と言われたもので

す。工作機械業界も飛躍的に進歩し、今ではNC機が主流であり、コンピューター中心の時代になって来

ましたが、商売の原点は、何時の時代でも人と人との信頼関係であり、昨今では、顧客満足度と言われ

ますが、全くその通りであると思います。

　当時の日工会の年間受注が、如何ほどで有ったか記憶に有りませんが、昨年は、1兆円を超える規模に

回復し、しばらくは続くであろうと予想されていますが、尚一層の発展を期待してペンを置きたいと思

います。
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会員・業界消息

窓口変更 ……………中部地区正会員　浜松貿易㈱　総務部　三富伸一
　　　　　　　　　 賛助会員リース　首都圏リース㈱　機械設備営業部部長　近藤幸男
本社住所表示変更 …東部地区正会員　常盤産業㈱　〒105-0013　東京都港区浜松町2-1-17松永ビル5階

行事予定

調査広報委員会 …………………………………5月16日（月） 機械工具会館
西部地区懇親ゴルフ会 …………………………5月19日（木） 西宮高原ゴルフ倶楽部
教育委員会 ……………………………………… 5月24日（火） 機械工具会館
第36回通常総会…………………………………6月08日（水） 八重洲富士屋ホテル
第１回ＳＥ基礎講座 …………………………… 6月30日（木）～7月2日（土） 日本工業大学
第２回ＳＥ基礎講座 …………………………… 7月07日（木）～7月9日（土） 日本工業大学
展示会
MEX金沢 2005…………………………………5月19日（木）～21日（土） 石川県産業展示館
微細精密加工技術展2005 …………………… 5月25日（水）～28日（土） インテックス大阪
2005自動車部品生産システム展 …………… 6月15日（水）～18日（土） 東京ビックサイト
第16回設計・製造ソリューション展…………6月22日（水）～24日（金） 東京ビックサイト
EMO Hannover 2005 ……………………… 9月14日（水）～21日（水） ドイツハノーバー
第10回メカトロテックジャパン……………… 10月19日（水）～22日（土） ポートメッセ名古屋

● 歴史的問題と国連安保理事会常任理事国入り問題を契機に中国での反日デモが各地に広がりました。政治的意図を
持った歴史教育を受けた若い世代が中心となった行動とも見られますが、戦後60年間、日本が積み重ねてきた平和
外交、経済協力の実態が彼等に理解されていない現実を直視する必要がありそうです。内政への影響を考慮し頑な
に日本側への謝罪を固辞する中国政府ですが、それにしても、いまやアジアの経済大国となった中国が大人の対応
をすることを望むのは無理なのでしょうか。

● 在任５年目を迎えた小泉首相は、四分社化などを盛り込んだ郵政民営化法案を閣議決定し国会に提出しました。今
国会での成立を目指していますが、自民党内の民営化反対陣営の結集もあり、予断が許されない状況です。政府、自
民党間の調整にてこずり、おかげで国民生活に影響が深い年金改革議論が片隅に置かれているのが気懸かりです。

● JR福知山線での脱線事故では犠牲者が100人を超え、負傷者も400人以上となるという大惨事となりました。朝元
気に見送った家族にとっては信じられない悪夢であり、痛ましい限りです。犠牲者のご冥福をお祈り申し上げると
ともに、お見舞い申し上げます。

● 日工会受注は３月も好調で、総額1,189億円と前年比17.1％増で、ついに30ヵ月連続前年比増となりました。この
結果16年度の受注総額は1兆3,006億円となり、史上第３位を記録しました。内需、外需ともに30ヵ月連続前年比
増で、特に内需は前年度比49.2％増の7,175億円に達しました。年度替わりの４月以降、どこまで前年比増が続くの
か期待を持って見守っていきましょう。

●巻頭言で常盤産業㈱の佐山社長が言及されています、このところマスコミが追い続けたライブドアのニッポン放送
買収とフジTV業務提携問題は、結局フジTVがライブドア側所有の日本放送全株を買い取り、ニッポン放送の子会
社化を達成し、更にフジがライブドアへ出資してTVとITとの融合につきライブドアとの業務提携を煮詰めること
になりました。ものづくりに励む実業の世界とはかけ離れた世界の動きですが、何はともあれ、公開企業が敵対的
買収の危険にさらされている現実を知らしめことでは、意義のある騒ぎであったといえます。

●桜前線は５月の連休には北海道に移っていますが、開花の遅れた今年の桜は、東京では満開後の雨に打たれ、あっと
いう間に葉桜となりました。近くの神社の境内の桜並木で着物姿の女性たちが葉桜をめでながら優雅に膳を広げて
いました。平和な日本の証を垣間見たような気がしました。



［東部地区（35社）］
㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
㈱ エ ム エ ム ケ ー
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
東 京 金 子 機 械 ㈱
㈱トーメンテクノソリューションズ
常 盤 産 業 ㈱
トッキ・インダストリーズ㈱
独 協 機 械 ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（21社）］
石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
豊 田 通 商 ㈱
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］
赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（53社）］
㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 隈 豊 和 機 械 ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
黒 田 精 工 ㈱
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱

高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ テ ク ノ ワ シ ノ
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
豊 田 工 機 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 平 ト ヤ マ
野 村 精 機 ㈱
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（18社）］
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEキャピタルリーシング㈱
住 商 リ ー ス ㈱
ダイヤモンドリース㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
㈱ 芙 蓉 リ ー ス 販 売
三 井 住 友 銀 リ ー ス ㈱
三 井 リ ー ス 事 業 ㈱
三菱電機クレジット㈱
UF Jセントラルリース㈱

正会員（全72社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（50音順）

平成１７年５月１日現在

賛助会員（全71社）


